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イソアミラーゼで枝切り反応
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①キャピラリー電気泳動法によるアミロペクチンの鎖長分布解析

キャピラリー電気泳動装置

特徴
・少量の澱粉（米であれば1粒以下、数mg）から分析可能。
・高分離能、高再現性

アミロペクチンの微細構造、枝の長さの分布（鎖長分布）が分析できます。

生データ数値はDP（グルコース重合度）
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研究例：インディカ米とジャポニカ米の鎖長分布解析から推測されるそれぞれ
のアミロペクチン構造

3
Lアミロペクチン（高温糊化） Sアミロペクチン（低温糊化）

野生型 変異型 ss2aL
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研究例：アミロペクチン構造の違いは、糊化温度に反映する

4

長い二重らせん

熱 熱

短い二重らせん

水分子

糊化温度が高い 糊化温度が低い

Lアミロペクチン（高温糊化） Sアミロペクチン（低温糊化）

野生型 変異型 ss2aL



特徴
・澱粉5～20 mgから分析可能。
・正確な見かけのアミロース含量、
アミロペクチンの短鎖と長鎖の比率を測定

②ゲル濾過法クロマトグラフィー法（イソアミラーゼ分解物）

ゲルろ過クロマトグラフィーシステム
Toyopearl HW55S-HW50S x 3
分離範囲：104~105

イソアミラーゼ
で枝切り反応
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枝切りした澱粉分子の全体像が把握できます。
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研究例：インディカ米とジャポニカ米のゲル濾過解析から測定される見かけの
アミロース含量

見かけのアミロース含量：
２９％

見かけのアミロース含量：
２1％

野生型 変異型 gbss1L



長 短

MW 1,660,000
(DP 9,650)

MW 380,000
(DP 2,200)

糊化

アミロース

アミロペクチン

ゲル濾過

RI検出器

③ゲル濾過法クロマトグラフィー法（未分解澱粉）
ゲルろ過クロマトグラフィーシステム
Toyopearl HW75S x 2-65S-55S
分離範囲：105～109

特徴
・澱粉5～20 mgから分析可能。
・イソアミラーゼ分解産物の分析では差が出ない
サンプルでも違いが検出されることがあります。

未分解澱粉分子の全体像が把握できます。

高分子量
アミロペクチン

中分子量
アミロペクチン

低分子量
アミロペクチン
アミロース


